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プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
4
6
年
新
潟
県
佐
渡
市
生
ま
れ
。
2
0
0
9
年

よ
り
国
立
民
族
学
博
物
館
長
。
埼
玉
大
学
卒
業
、
東

京
都
立
大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
単
位
修
得
退

学
。
文
学
博
士
。
75
年
よ
り
民
博
助
手
・
助
教
授
を

経
て
、
93
年
神
戸
大
学
国
際
文
化
学
部
教
授
。
同
大

学
附
属
図
書
館
長
。
専
門
は
オ
セ
ア
ニ
ア
の
社
会
人

類
学
、
著
書
に
『
母
系
社
会
の
構
造
』（
紀
伊
国
屋
書

店
）、『
性
の
民
族
誌
』（
人
文
書
院
）、『
オ
セ
ア
ニ
ア

の
人
類
学
』（
風
響
社
）
な
ど
。
第
16
回
澁
澤
賞
受
賞
。
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 1 エッセイ　千字文 

	 	 万博記念公園春景色	
	 	 須藤 健一

 	 特集		ビーズ―つなぐ・かざる・みせる
 2  世界はビーズでつながっている	
	 	 	池谷 和信

 4  インダス文明とカーネリアン・ロード	
	 	 	遠藤 仁

 5  古代日本とユーラシアをむすぶガラスビーズ	
	 	 	田村 朋美

 6  北米先住民のビーズ装飾
					―ヤマアラシのとげからガラスビーズへ	
	 	 	齋藤 玲子

 7  台湾原住民族の多様なビーズ	
	 	 	野林 厚志

 8  オセアニアの貝ビーズ―ソロモン諸島の貝貨を例に	
	 	 		後藤 明

 9  ケニアの牧畜民サンブルのガラスビーズ
					―母から娘へと受け継がれる恋人からの贈り物	
	 	 	中村 香子

 10  ◯◯してみました世界のフィールド 

中国の鉄道の今むかし
	 	 塚田 誠之

 12  みんぱくInformation

 14  味の根っこ 

雑煮	
石毛 直道

 16    文化遺産おもてうら 

危機にさらされる世界遺産	
―登録三〇年が経過したクスコの今	
八木 百合子

 18  手芸考 

頑張りすぎない手芸 
野田 凉美

 20  ながなんぢゃ 

おしりふき	
菊澤 律子

 21 次号予告・編集後記

月刊

3月号目次

　
す
べ
て
の
展
示
場
が
四
〇
年
ぶ
り
に
生
ま
れ
か
わ
る
。

二
〇
〇
八
年
か
ら
進
め
て
き
た
新
構
築
が
三
月
の
ア
イ
ヌ
家

屋
の
屋
根
の
葺ふ

き
替
え
で
完
了
す
る
。

　
私
が
館
長
に
就
任
し
た
こ
ろ
、「
万
博
公
園
冬
景
色
」
と

い
う
新
聞
の
社
説
を
目
に
し
た
。
本
館
と
公
園
の
施
設
を
訪

れ
る
人
影
の
ま
ば
ら
さ
を
嘆
き
、
そ
の
発
展
を
鼓
舞
し
た
記

事
で
あ
っ
た
。
た
し
か
に
、
開
館
時
六
〇
万
の
入
館
者
数
が

四
分
の
一
に
ま
で
落
ち
こ
ん
だ
。

　
本
館
の
展
示
は
教
員
の
研
究
成
果
の
公
開
の
場
で
あ
る
。

新
構
築
は
そ
の
成
果
を
先
鋭
的
に
表
現
し
て
本
館
の
活
性

化
を
ね
ら
っ
て
い
る
。
主
コ
ン
セ
プ
ト
は
三
つ
。
ま
ず
、
文

化
の
担
い
手
で
あ
る
現
地
の
人
た
ち
、
展
示
す
る
教
員
、
そ

し
て
来
館
者
の
三
者
が
意
見
を
出
し
合
う
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
型

展
示
で
あ
る
。
二
つ
め
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
影
響
を
各
地
の

人
び
と
が
伝
統
文
化
に
接
ぎ
木
し
て
新
し
い
文
化
を
創
造

す
る
動
き
に
注
目
す
る
、
グ
ロ
ー
カ
ル
展
示
で
あ
る
。
三
つ

め
が
、
世
界
各
地
の
文
化
と
日
本
文
化
と
の
か
か
わ
り
の
展

示
で
あ
る
。
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
新
展
示
に
生
か
さ
れ
て

お
り
、
入
館
者
に
も
「
み
ん
ぱ
く
は
生
ま
れ
か
わ
っ
た
」
と

好
評
で
あ
る
。

　
新
構
築
は
展
示
だ
け
で
は
終
わ
ら
な
い
。
モ
ノ
が
生
ま
れ

た
社
会
・
文
化
的
背
景
を
入
館
者
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

重
要
。
展
示
の
あ
と
、
現
地
か
ら
民
族
芸
能
チ
ー
ム
や
モ
ノ

つ
く
り
の
専
門
家
な
ど
を
招
い
て
実
演
し
て
も
ら
い
、
入
館

者
に
「
生
き
た
文
化
」
と
の
接
触
を
す
す
め
て
い
る
。
こ
の

新
展
示
や
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
展
開
に
よ
り
、
小
中
高
校
生
を

は
じ
め
一
般
の
入
館
者
が
二
十
数
万
人
と
大
幅
に
増
え
て
い

る
。

　
近
年
、
世
界
の
民
族
学
博
物
館
の
な
か
に
は
、
民
族
誌
展

示
か
ら
美
術
展
示
へ
志
向
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
本
館
の
展

示
の
使
命
は
、
衣
食
住
か
ら
、
美
術
・
芸
能
、
儀
礼
・
宗
教

と
そ
の
歴
史
変
化
を
も
ふ
く
め
て
の
総
体
的
な
演
示
に
あ
る
。

一
方
、
フ
ラ
ン
ス
の
ケ
・
ブ
ラ
ン
リ
美
術
館
や
大
英
博
物
館
は
、

文
化
人
類
学
者
よ
り
も
美
術
史
家
の
眼
を
ひ
く
仮
面
や
彫

像
な
ど
を
民
族
資
料
か
ら
選
別
し
て
展
示
す
る
傾
向
が
強
い
。

　
両
館
が
所
蔵
・
展
示
し
て
い
る
諸
民
族
の
仮
面
や
彫
像
と

同
種
の
資
料
の
ほ
と
ん
ど
を
本
館
も
収
蔵
し
て
い
る
。
三
年

前
、
東
京
の
国
立
新
美
術
館
と
主
催
し
た
「
イ
メ
ー
ジ
の
力

―
国
立
民
族
学
博
物
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
さ
ぐ
る
」
で
そ

の
一
端
を
紹
介
し
た
。
私
は
入
館
者
が
生
活
用
具
で
あ
る
モ

ノ
を
見
て
対
話
し
、
と
き
に
は
さ
わ
り
、
モ
ノ
の
ふ
る
さ
と

の
人
び
と
の
暮
ら
し
や
文
化
を
心
に
描
い
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
る
。
あ
る
基
準
で
選
ば
れ
た「
美
術
品
」
だ
け
の
展
示
は
、

「
イ
メ
ー
ジ
の
力
」
展
の
よ
う
に
美
術
館
と
博
物
館
と
が
連

携
す
る
特
別
展
示
と
し
て
お
こ
な
え
ば
よ
い
。

　
エ
キ
ス
ポ
シ
テ
ィ
の
出
現
で
賑
わ
う
万
博
記
念
公
園
と
と

も
に
、
新
構
築
で
生
ま
れ
か
わ
っ
た
み
ん
ぱ
く
の
さ
ら
な
る

発
展
を
期
待
す
る
。


